
 

 
福祉ミニデイ「しののめ会」 

（福祉部会） 
 

■日時：令和７年６月６日（金） 9：00～14：00 

■場所：浮羽方面（道の駅、庵鈴亭、ハトマメ屋） 

■対象者：70才以上のお一人暮らし 

及び身障者（届出者）の方 

                     

   

令
和
７
年
６
月
１５
日
（
日
）
、
乙
金
東

区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
、
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）
に
て
行

い
ま
し
た
。 

当
日
は
お
天
気
も
良
く
、
２
５
０
名
の

方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

１０
時
よ
り
開
会
式
。
１０
時
１５
分
よ
り
競

技
開
始
。 

種
目
内
容
は
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
釣
り
名
人
、
ラ

ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
輪
投
げ
、
ア
ジ
ャ
タ
、

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
（
新
種
目
）
の
７
種
目

で
す
。 

「
釣
り
名
人
」
は
直
ぐ
に
子
ど
も
達
の

行
列
が
で
き
、「
ア
ジ
ャ
タ
」
も
子
ど
も
達

と
大
人
の
混
合
チ
ー
ム
で
の
競
技
に
な
り
、

こ
ち
ら
も
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

各
種
目
と
も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

競
技
終
了
（
１１
時
４５
分
）
後
は
、
各
種

目
毎
の
高
得
点
者
に
賞
品
が
そ
れ
ぞ
れ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
会
場
全
員
で
区
長
と
ジ
ャ
ン

ケ
ン
。
優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
。
こ
ち
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

閉
会
式
後
は
、
組
毎
に
組
長
さ
ん
よ
り

お
弁
当
と
参
加
賞
を
配
付
し
て
い
た
だ
き
、

今
年
度
の
乙
金
東
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

大
野
東
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
を
始
め
、

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
朝
早
く
か
ら
準
備

や
後
片
付
け
ま
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

乙
金
東
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
役

員
一
同
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

乙
金
東
区 

区
長 

宮
木 

正
則 

                                          

                                          

■
大
野
城
市
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」 

                                         

 

乙
金
東
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
終
え
て 

ストラックアウト 

 

釣り名人 

 

フライングディスク 

 

６
月
６
日
（
金
）
以
降
、
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
新
し
い
花
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

各
種
団
体
の
皆
様
に
は
、
朝
早
く
か
ら
花
苗
を
植
え
て
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆
様
と
一
緒
に
花
を
可
愛
が
り
、
長
く
花
を
楽
し
ん
で
頂
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

参加者全員でラジオ体操 

 

アジャタ 

 

ラダーゲーム 

 

輪投げ 

 

公民館玄関前プランター（幹事会） 
公民館前花壇・プランター  
（ボランティア若葉会） 

乙金東１丁目掲示板横 （食改善会） 乙金東 1丁目第 3バス停前（シニア） 

宮木区長挨拶 

 

道の駅「うきは」にて 

の 

スナッグゴルフ（新種目） 

 



 

 
 

わかばっ子：七夕まつりを行いました 
（ボランティア若葉会 R7.7.3） 

 
対象者は未就学児童です。 

朝から元気よく保護者と一緒に 

公民館に来てくれました。 

笹の葉に、折り紙で作った 

飾りなど、願い事を込めて 

結び付けてくれました。 

春
の
研
修
旅
行
を
終
え
て 

 

乙
金
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 
 

諌
山 

登 

 

令
和
７
年
６
月
６
日
〔
金
〕
絶
好
の
旅
行
日
和
、

青
い
空
に
ウ
ロ
コ
雲
が
美
し
く
浮
か
び
上
が
る
様
子

は
、
ま
る
で
私
達
の
研
修
旅
行
を
歓
迎
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。 

午
前
９
時
、
２
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
目
的
地
の
山

鹿
へ
向
け
て
乙
金
東
公
民
館
を
出
発
。
１０
時
２０
分

に
到
着
後
、
す
ぐ
に
大
宮
神
社
に
て
参
拝
。 

神
社
境
内
の
燈
籠
殿
で
は
、
昨
年
の
８
月
１６
日

に
執
り
行
わ
れ
た
燈
籠
祭
〔
上
が
り
燈
籠
〕
で
奉
納

さ
れ
た
山
鹿
燈
籠
と
、
ご
神
宝
【
三
十
六
歌
仙
絵

馬
額
（
複
製
）
】
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
鹿
燈

籠
は
約
６００
年
前
の
室
町
時
代
か
ら
奉
納
が
始
ま
り
、

特
注
の
手
す
き
和
紙
と
糊
だ
け
で
作
ら
れ
る
伝
統

の
工
芸
品
で
す
。
し
か
も
骨
組
み
や
柱
な
ど
も
中
は

空
洞
に
な
っ
て
お
り
、
和
紙
を
張
り
合
わ
せ
る
際
に

も「
の
り
し
ろ
」は
作
ら
ず
紙
の
厚
み
だ
け
で
接
着
す

る
な
ど
、
究
極
の
技
術
で
製
作
さ
れ
ま
す
。
又
、
有

名
な
金
燈
籠
の
ほ
か
、
神
殿
造
り
・
座
敷
造
り
・
城

造
り
な
ど
様
々
な
様
式
が
あ
り
、
す
べ
て
手
作
業
で

精
巧
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
神
社
境
内
に

鎮
座
す
る
八
坂
神
社(

祇
園
社
）
に
は
、
江
戸
時
代

に
山
鹿
で
疫
病
が
流
行
し
た
際
そ
の
疫
病
を
鎮
め

て
頂
い
た
神
様
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
ぎ
お
ん
祭
〔
犬

子
ひ
ょ
う
た
ん
〕
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
又
、
八
坂

神
社
前
に
は
人
が
這
っ
て
よ
う
や
く
潜
れ
る
程
の
小

さ
な
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
鳥
居
を
く
ぐ
る〔
祇
園
さ

ん
鳥
居
く
ぐ
り
〕
で
は
、
参
る
と
身
も
心
も
清
め
ら

れ
無
病
息
災
・
一
層
の
お
恵
み
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
服
を
汚
し
な
が
ら
も

頑
張
っ
て
潜
っ
て
い
ま
し
た
。 

午
前
最
後
の
目
的
地
〔
一
本
松
公
園
〕
で
は
、
九

州
唯
一
の
石
風
車
を
見
学
。
親
子
を
表
す
三
基
の

風
車
は
、
中
央
の
親
基
で
高
さ
５．５
ｍ
・
羽
根
の
重
さ

１．５
ト
ン
、
左
右
の
子
基
が
高
さ
３．３
ｍ
・羽
根
の
重
さ

１．０
ト
ン
、
ス
ペ
イ
ン
産
の
赤
御
影
石
で
作
ら
れ
て
お

り
、
正
面
か
ら
風
速
３
ｍ
の
風
で
羽
根
が
回
り
ま
す
。

日
本
一
と
言
わ
れ
る「
石
の
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の
雄
大

な
姿
に
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
又
、
戦
国
時
代
末
期

の〔
隈
部
親
永
〕
と〔
肥
後
国
衆
一
揆
〕
の
歴
史
に
つ

い
て
も
学
び
ま
し
た
。 

正
午
過
ぎ〔
菊
池
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
〕
に
到

着
。
時
間
の
都
合
上
直
ち
に
６
月
の
定
例
会

を
開
催
。 

残
念
な
が
ら
温
泉
に
は
入
浴
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
川
迫
会
長
の
挨
拶
後
月
間
報

告
・
宴
会
と
な
り
、
菊
池
水
源
か
ら
湧
き
出

る
水
を
使
っ
た
新
鮮
な
料
理
を
頂
き
な
が
ら

皆
様
自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
も
村
田
英
雄
の〔
人
生
峠
〕を
歌
っ
て
満
足

し
ま
し
た
。
８０
歳
が
峠
と
思
い
、
８８
歳
と
な

っ
た
今
は
下
り
坂
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

と
楽
し
く
過
ご
せ
る
事
は
幸
せ
で
あ
り
何
時

ま
で
も
仲
間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま

し
た
。 

宴
会
の
最
後
は
皆
様
で
手
を
繋
ぎ
恒
例
の

〔
青
い
山
脈
〕
を
合
唱
。
仲
間
の
絆
を
確
か
め

合
い
、
終
演
後
ホ
テ
ル
に
別
れ
を
告
げ
予
定

地
最
後
の〔
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
〕
に
向
け
て
出
発
。

買
い
物
を
楽
し
ん
だ
後
に
無
事
帰
路
に
つ
き
、

乙
金
東
公
民
館
に
到
着
し
ま
し
た
。
ま
た
新

た
な
人
生
の
思
い
出
が
ペ
ー
ジ
に
書
き
込
ま

れ
、
人
生
の
目
的
へ
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

令
和
７
年
６
月
６
日 

                 

                                      

                                         

                                          

今
後
の
主
な
行
事
予
定  

 

■
令
和
７
年
７
月
３
日
（
木
） 

わ
か
ば
っ
子
（
七
夕
ま
つ
り
） 

 

■
令
和
７
年
７
月
５
日
（
土
） 

 

・
隣
組
長
会 

・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
定
例
会 

 

■
令
和
７
年
７
月
１１
日
（
金
） 

福
祉
部
会
研
修
（
出
前
講
座
） 

 ■
令
和
７
年
７
月
１７
日
（
木
） 

食
改
善
会 

 ■
令
和
７
年
７
月
１８
日
（
金
） 

 
 

夏
ま
つ
り
総
踊
り
練
習 

 

■
令
和
７
年
７
月
１９
日
（
土
） 

・
夏
ま
つ
り
太
鼓
練
習 

・
幹
事
会
（
注
） 

 

■
令
和
７
年
７
月
２０
日
（
日
） 

 
 

運
営
委
員
会
（
注
） 

 

■
令
和
７
年
７
月
２２
日
（
火
） 

 
 

足
元
気
教
室 

 

■
令
和
７
年
７
月
２３
日
（
水
） 

・
夏
ま
つ
り
太
鼓
練
習 

 
・
総
踊
り
練
習 

 
■
令
和
７
年
７
月
２６
日
（
土
） 

 
 

乙
金
東
区 

夏
ま
つ
り 

 

■
令
和
７
年
７
月
２７
日
（
日
） 

 
 

夏
ま
つ
り
後
片
づ
け 

 

■
令
和
７
年
８
月
９
日
（
土
） 

 
 

子
ど
も
達
公
民
館
へ
大
集
合 

◎ごみ出し日

　燃えるごみ 毎週 　日曜日・水曜日

　ペットボトル・白色トレー 第１・第３ 　火曜日

　その他の燃えないごみ 第３ 　火曜日

　ビン・缶 第２・第４ 　火曜日

※収集日を今一度確認してお出し下さい

乙金東グラウンドゴルフ同好会より  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

         

                

令
和
７
年
６
月
２１
日
（
土
）、
梅
雨
の

晴
れ
間
、
乙
金
東
中
央
公
園
清
掃
を
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
で
行
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
大
変

綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

記
：
林
田 

GG月例会成績表 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5
わかばっ子 ・隣組長会

（七夕まつり） ・シニア月例会

6 7 8 9 10 11 12
休館日 ８０のつどい ・GG同好会

・若手の会

13 14 15 16 17 18 19
休館日 食改善会 総踊り練習 ・太鼓練習

・幹事会

20 21 22 23 24 25 26
運営委員会 休館日 足元気教室 ・太鼓練習 シニア防犯パト

（海の日） ・総踊り練習

27 28 29 30 31
休館日

公民館　　令和７年７月行事予定

福祉部会研修
（出前講座他）

夏まつり後片
付け

乙金東区
夏まつり


